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夏
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

第

67

回

あ

ゆ

ま

つ

り

　

７
月
21
日
（
土
）
「
第
67
回
あ

ゆ
ま
つ
り
」
が
、
市
街
地
お
よ
び

中
甲
橋
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ほ
か
で

開
催
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

甲
佐
町
観
光
協
会
の
主
催
で
、

町
、
甲
佐
町
商
工
会
、
町
教
育
委

員
会
が
共
催
。

　

７
月
21
日
（
土
）
市
街
地
お
よ
び
中
甲
橋
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
ほ
か
で
、
「
第
67
回
あ
ゆ
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
み
こ
し
や
巨
大
そ
う
め
ん
流
し
、
ア
ユ

の
つ
か
み
ど
り
、
総
盆
踊
り
大
会
や
花
火
大
会
な

ど
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
町
内
外
か
ら
訪

れ
た
大
勢
の
人
た
ち
の
活
気
で
あ
ふ
れ
た
１
日
と

な
り
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
、
第
67

回
あ
ゆ
ま
つ
り
が
開
催

甲
佐
の
夏
の
風
物
詩

　

ま
つ
り
の
開
幕
を
告
げ
る
「
開

会
セ
レ
モ
ニ
ー
」
は
、
午
前
９
時

か
ら
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
な
ご
み
太
鼓
の
息

の
合
っ
た
演
奏
で
開
会
。
関
係
団

体
が
参
加
し
て
、
安
全
祈
願
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

威
勢
の
良
い
掛
け
声
が 

響
い
た
子
ど
も
み
こ
し

　

「
子
ど
も
み
こ
し
」
は
午
前
10

時
30
分
か
ら
始
ま
り
、
町
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
発
着

点
に
10
団
体
約
５
０
０
人
が
参
加
。

み
こ
し
を
担
い
だ
子
ど
も
た
ち
が
、

暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
掛
け

声
と
と
も
に
市
街
地
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。
龍
野
小
学
校
が
優
勝
、

２
位
は
白
旗
小
学
校
で
し
た
。

はじめて子どもみこしに参加しました。

１番になれてうれしかったです。来年も

参加して楽しみたいです。

子どもみこしで

優 勝 し ま し た

木村 結
ゆ な

菜さん
（浅井区・龍野小１年）
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巨
大
そ
う
め
ん
流
し
で 

味

わ

う

夏

の

涼

し

さ

　

み
こ
し
終
了
後
に
大
井
手
川
沿

い
で
開
催
さ
れ
た
「
巨
大
そ
う
め

ん
流
し
」
で
は
、
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
そ
う
め
ん
を
味
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を

披
露
す
る
「
大
道
芸
シ
ョ
ー
」
も

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
出
来

上
が
っ
て
い
く
風
船
の
動
物
な
ど

を
熱
心
に
観
賞
し
ま
し
た
。

　

市
街
地
で
は
、
甲
佐
町
文
化
協

会
が
「
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を

開
催
し
、
書
道
や
絵
画
な
ど
の
作

品
を
展
示
。
甲
佐
小
学
校
周
辺
で

は
、
「
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

作
品
14
体
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

暑い中、みんなで食べるそうめんはひん

やりしていておいしかったです。家でも

そうめん流しをやってみたいです。

みんなで楽しんだ

そ う め ん 流 し

藤井 孔
こう

希
き

くん
（世持区・乙女小５年）

声
援
を
受
け
て
、
泳
ぎ
回
る
ア
ユ

と
奮
闘
し
ま
し
た
。

盆
踊
り
と
花
火
が
夜
の 

あ

ゆ

ま

つ

り

を

彩

る

　

中
甲
橋
近
く
の
歩
道
に
は
、
夕

暮
れ
と
と
も
に
「
お
お
い
で
あ
か

り
」
の
竹
で
で
き
た
灯
ろ
う
な
ど

が
灯
り
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
「
総
盆
踊
り
大
会
」
は
、

午
後
６
時
40
分
か
ら
甲
南
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
、
12
団
体
約
４
６
５

人
が
浴
衣
姿
や
法
被
（
は
っ
ぴ
）

子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
し
た

ア

ユ

の

つ

か

み

ど

り

　

午
後
３
時
か
ら
は
甲
佐
小
学
校

プ
ー
ル
で
、
「
ア
ユ
の
つ
か
み
ど

り
大
会
」
を
開
催
。
５
０
０
人
以

上
の
子
ど
も
た
ち
が
、
保
護
者
の

姿
で
「
甲
佐
大
橋
音
頭
」
な
ど
の

踊
り
を
披
露
。
午
後
６
時
40
分
か

ら
中
甲
橋
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
は
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

後
、
約
３
，
０
０
０
発
が
夏
の
夜

空
を
彩
る
「
花
火
大
会
」
を
開
催
。

観
客
は
し
ば
し
夏
の
暑
さ
を
忘
れ

て
、
緑
川
の
上
空
に
咲
き
誇
る
花

火
に
見
入
り
ま
し
た
。

　

関
連
行
事
と
し
て
、
同
日
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
14
日

（
土
）
・
15
日
（
日
）
に
少
年
野
球

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

はじめて参加しました。２匹捕まえるこ

とができてうれしかったです。プールも

冷たくて気持ち良かったです。

は じ め て の

アユのつかみどり

竹田 有
ゆう

我
が

くん
（緑町区・５歳）
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九
州
大
会
へ
出
場
し
て
躍
動

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
大
活
躍

　

本
町
の
若
い
選
手
た
ち
が
、
県
内
を
は

じ
め
九
州
各
地
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
出

場
し
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
・
少
女
と
そ

の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
将
来
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

田
上
大
翔
選
手

（
下
横
田
区
・

 

ル
ー
テ
ル
高
３
年
）

　

７
月
14
日
（
土
）
〜
16
日
（
月
）

熊
本
市
で
行
わ
れ
た
全
九
州
高
等

学
校
水
泳
競
技
大
会
に
、
田
上
選

手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

田
上
選
手
は
個
人
の
50
㍍
・

１
０
０
㍍
自
由
形
と
４
×
１
０
０

㍍
・
４
×
２
０
０
㍍
フ
リ
ー
リ

レ
ー
に
ル
ー
テ
ル
高
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
し
、
リ
レ
ー
で
は
同

高
の
５
位
入
賞
に
貢
献
。
「
九
州

大
会
は
自
己
ベ
ス
ト
が
出
て
良

か
っ
た
で
す
。
個
人
で
は
あ
と

０
・
３
秒
標
準
記
録
に
届
か
ず
悔

し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

田
上
選
手
は
、
８
月
に
東
海
地

方
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

リ
レ
ー
２
種
目
で
出
場
し
ま
す
。

「
最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
の
で
、

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に
自
己
ベ

ス
ト
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

霍
本
萌
選
手

（
上
豊
内
区
・

 

九
州
学
院
高
３
年
）

　

７
月
７
日
（
土
）
〜
８
日
（
日
）

沖
縄
県
で
行
わ
れ
た
全
九
州
高
等

学
校
体
育
大
会
・
全
九
州
高
等
学

校
空
手
道
競
技
大
会
の
団
体
組
手

に
、
霍
本
選
手
が
同
高
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

霍
本
選
手
は
「
優
勝
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
が
、
準
々
決
勝
で
わ

ず
か
の
差
で
負
け
て
し
ま
い
悔
し

か
っ
た
で
す
。
今
後
は
甲
佐
町
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
に
も
な
っ

た
空
手
の
普
及
に
貢
献
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

岡
﨑
亮
競
技
者

（
下
横
田
区
・

 

開
新
高
３
年
）

　

６
月
14
日
（
木
）
〜
17
日
（
日
）

沖
縄
県
で
行
わ
れ
た
南
九
州
高
等

学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

に
、
岡
﨑
競
技
者
が
１
５
０
０
㍍

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

岡
崎
競
技
者
は
県
高
校
総
合
体

育
大
会
で
３
位
に
入
賞
し
、
県
代

表
と
し
て
同
大
会
に
出
場
。
「
思

う
よ
う
に
力
が
出
せ
ず
、
い
い
成

績
が
残
せ
な
か
っ
た
の
で
、
次
は

駅
伝
に
向
け
て
気
持
ち
を
切
り
替

え
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

柴
田
涼
成
選
手

（
糸
田
区
・

 

白
旗
小
３
年
）

　

７
月
７
日
（
土
）
・
８
日
（
日
）

に
沖
縄
県
で
行
わ
れ
た
第
32
回
全

国
ホ
ー
プ
ス
南
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
・
第
23
回
全
九
州
卓
球
選
手
権

大
会
の
カ
ブ
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の

部
に
、
柴
田
選
手
が
県
代
表
と
し

て
出
場
し
活
躍
し
ま
し
た
。

　

柴
田
選
手
は
「
最
初
は
緊
張
し

て
い
ま
し
た
が
、
１
回
戦
に
勝
っ

た
こ
と
で
、
楽
し
く
戦
え
ま
し

た
」
と
話
し
、
「
全
国
大
会
出
場

と
ベ
ス
ト
８
進
出
が
目
標
で
す
」

と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

西
本
月
渚
選
手

（
仁
田
子
区
・

 

甲
佐
小
４
年
）

　

６
月
30
日
（
土
）
・
７
月
１
日

（
日
）
に
久
留
米
市
で
行
わ
れ
た

九
州
少
年
柔
道
大
会
に
西
本
選
手

が
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
活
躍

し
ま
し
た
。

　

西
本
さ
ん
は
「
九
州
大
会
に
出

場
で
き
た
こ
と
は
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
も
出
場
し
て
１

回
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
」
と
話
し
、
「
先
生
の

教
え
を
よ
く
聞
い
て
、
出
場
す
る

全
て
の
大
会
で
メ
ダ
ル
を
取
り
た

い
で
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

上右：水泳の田上選手

上中：空手の霍本選手

上左：陸上の岡﨑競技者

下右：卓球の柴田選手

下左：柔道の西本選手
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民具を次代に伝えるために
　民具は、私たちの暮らしや仕事の移り変わ

りを伝える大切な文化財です。

　町教育委員会と県博物館ネットワークが主

催する講座「子どもたちに民具を伝える」が

６月に開講しました。本講座では、町民俗資

料館が収蔵する民具の展示制作を通して、次

代を支える子どもたちに民具を伝えていく意

味や方法について考えます。

講座「子どもたちに民具を伝える」

　高度経済成長期以前に普通に使っていた道具

のほとんどが、今では目にすることがなくなっ

ています。しかし、それらの道具は私たちがど

のように仕事をし、暮らしてきたかを伝える貴

重な文化財です。これらをきちんと残し、次の

世代に伝えていくためこの講座を始めました。

　皆さんの参加をお待ちしています。

民具を次の世代に

伝えていくために

県博物館ネットワークセンター

國本信夫主幹

　重兵衛犁（じゅうべえす

き）は、幕末から上早川で作

られていた甲佐犁とも呼ばれ

る犁です。丈夫で使いやす

かったので、非常に評判にな

りました。昭和に入り屋号を

東洋社とし、生産する犁「日

の本号」は全国に出荷され、日本を代表する農機具メーカーの

１つとなりました。日本の犂の歴史を語る上で重要な重兵衛犁

ですが、残念なことにこの犁の実物が確認されていません。

　お心当たりの方は、町教育委員会社会教育課にご連絡をお願

いします。

～「重兵衛犁」を探しています～

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL096-234-2447

第１回は民具の歴史

や定義などの入門講

座を行いました。

本講座は、宮内地区社会教育セ

ンター（旧宮内小学校）で、平

成31年３月まで、各月の第３

火曜日（ただし、３月は第２火

曜日）の午後１時30分から午

後３時30分まで開催されてい

ます。受講料は無料です。

受講希望者は、町教育委員会社

会教育課にご連絡ください。

第２回は町民俗資料館に収蔵する民具を刷毛

や布で丁寧にクリーニングしました。その後、

民具の名称や寸法などを調べて、台帳に記入

していきます。

今後は、展示制作の作業を行っていきます。

▼

重
兵
衛
犁
（
ヘ
ラ
の
上
部

　

は
欠
け
て
い
ま
す
）
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熊本県花き園芸功労者表彰

稲葉誠也さん（船津区）が受賞

▼熊本県花き園芸功労者表彰を受賞した稲葉さん（船津区）

　

６
月
26
日
（
火
）
熊
本
市
で
、

平
成
29
年
度
熊
本
県
花
き
園
芸
功

労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
稲
葉

誠
也
さ
ん
（
船
津
区
）
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
本
県
の
花
き
の
振
興

お
よ
び
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

た
団
体
ま
た
は
個
人
を
熊
本
県
花

き
協
会
（
加
耒
誠
一
会
長
）
が
表

彰
す
る
も
の
で
、
今
回
は
6
個
人

が
受
賞
。

　

稲
葉
さ
ん
は
、
ア
リ
ア
ム
な
ど

の
草
花
や
紅
葉
南
天
の
栽
培
方
法

を
確
立
し
現
在
の
産
地
形
成
の
礎

を
築
い
た
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
り

熊
本
県
花
き
事
業
協
同
組
合
の
枝

物
部
会
長
と
し
て
、
生
産
技
術
の

向
上
と
若
手
後
継
者

の
育
成
に
努
め
、
国

内
有
数
の
産
地
づ
く

り
に
尽
力
。
そ
の
功

績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

稲
葉
さ
ん
は
「
受

賞
で
き
る
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
い
た
だ
け
た
の

で
、
長
く
役
員
を
務

め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
可
能

な
限
り
協
力
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
（
土
）
か
ら
愛
媛
県
松

山
市
で
開
催
さ
れ
る
第
14
回
全
日
本

女
子
硬
式
野
球
選
手
権
大
会
に
、
甲

佐
高
校
（
本
山
幸
広
校
長
１
０
６

人
）
女
子
野
球
部
の
4
人
が
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
「
熊
本
フ
ァ
ン
ジ
ー
ク
」
の

一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

同
部
は
、
女
子
選
手
が
県
内
で
野

球
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
今
年

4
月
に
創
部
。
現
在
、
吉
永
紅
良
羅

さ
ん
（
八
丁
区
・
３
年
）
、
小
堀
瑠

南
さ
ん
（
１
年
）
、
冨
岡
亜
美
さ
ん

（
１
年
）
、
岡
田
美
慧
さ
ん
（
１
年
）

の
4
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

吉
永
さ
ん
は
「
全
国
大
会
で
も
対

戦
相
手
は
同
じ
野
球
好
き
の
女
子
な

の
で
、
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　今年３月、上早川一区（美濃田惠一区長

49世帯）に公民館が完成しました。

　同区にはこれまで公民館がなく龍野ふれあ

いセンターなどを利用していたため、地域の

活動拠点として新たに公民館を建設。地域活

動や災害時の自主避難所としても活用されま

す。

　７月20日（金）には同公民館で町公民館

の出前講座が開催され、町福祉課の渡邉友美

介護係長を講師に招いて、介護保険制度につ

いて学びました。

甲佐高女子野球部から全国へ

吉永紅良羅さん（八丁区・３年）ら４選手

上早川一区公民館が完成 

地域活動や災害時の避難所として活用

▲完成した公民館で介護保険制度について学ぶ参加者ら

▼

全
国
大
会
に
出
場
す
る
吉
永
さ
ん
（
前
列
中
央
）
ら
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　７月８日（日）ほかに、山都町を主会場として

第68回上益城郡民体育祭が開催されました。上

益城郡体育協会（梅田穰会長）、郡内各町、郡内

各町教育委員会が主催。

　本町選手団（奥名克美団長）は、15競技に209

人が出場。参加した選手たちは日ごろの練習の成

果を発揮し、ソフトテニス、銃剣道、柔道の3競

技で優勝を飾りました。総合成績は4位でした。

　また開会式では、同協会のスポーツ功労者表彰

式が行われ、作守純生さん（岩下一区）と芦塚智

明さん（西寒野区）が表彰されました。

　同表彰は、郡のスポーツ振興や競技スポーツな

どにおいて、功労があった個人を表彰するもの。

　作守さんは上益城郡体育指導委員協議会副会長

などを務め、町民のスポーツに対する意識の高揚

などに貢献。芦塚さんは上益城郡銃剣道連盟の選

手および役員として活躍、昨年度の熊本県優勝大

会で上益城郡チームの優勝などに貢献されました。

　２人のその長年にわたる功績が高く評価され、

今回の受賞となりました。

　７月６日（金）郡内で、「第68回社会を明

るくする運動」が行われました。

　上益城地区保護司会（赤星良一会長）が主

催。同運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯し

た人たちの更正について理解を深め、明るい

社会を築くことを目的として、全国で展開し

ています。７月の運動強調月間に当たり、同

会が郡内４町を巡回し啓発活動を行いました。

　本町を訪れた同会の一行は、町役場を表敬

訪問し、奥名克美町長に内閣総理大臣および

県知事のメッセージを伝達しました。

安全・安心な社会を築く

第68回社会を明るくする運動

▲赤星会長（右）が内閣総理大臣と県知事のメッセージを伝達

上益城郡民体育祭が開催　　

本町から２人がスポーツ功労者表彰を受賞

▲上益城郡民体育祭の開会式で上益城郡体育協会のスポーツ功労者表彰
を受賞した作守純生さん ( 左 ) と芦塚智明さん ( 右 )

　

6
月
19
日
（
火
）
・
21
日
（
木
）

竜
野
保
育
園
で
、
甲
佐
中
学
校
の
3

年
生
68
人
が
ふ
れ
あ
い
学
習
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

同
学
習
は
、
平
成
7
年
度
か
ら
同

中
（
服
部
起
明
校
長
２
３
０
人
）
と

同
園
（
吉
本
征
一
郎
園
長
66
人
）
が

共
同
で
毎
年
実
施
。
中
学
生
が
園
児

と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
幼
児
の
心

身
の
特
徴
を
学
び
、
保
育
へ
の
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
園
児
に
本
の
読
み

聞
か
せ
を
す
る
な
ど
し
て
交
流
し
ま

し
た
。
服
部
校
長
は
「
こ
の
ふ
れ
あ

い
学
習
は
双
方
に
と
っ
て
良
い
交
流

の
場
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ふれあいで保育を学ぶ　

甲佐中生徒が竜野保育園で体験学習

▼

竜
野
保
育
園
で
保
育
体
験
す
る
甲
佐
中
生
徒
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113( 内線106)

■
医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
限

　
度
額
適
用
認
定
証
の
利
用
を

　

国
民
健
康
保
険
に
は
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
高
額
と
な
っ

た
場
合
、
後
か
ら
町
へ
申
請
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

額
が
払
い
戻
さ
れ
る
「
高
額
療
養
費
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
利
用
す
る

こ
と
で
窓
口
で
の
支
払
い
が
限
度
額
ま

で
に
な
り
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で

「
認
定
証
」
の
交
付
を
希
望
す
る
人
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

限
度
額
は
、
住
民
税
の
課
税
状
況
や

所
得
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
と
「
認
定
証
」
を
交
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
印
か

ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が

分
か
る
も
の

■
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
（
標
準

　
負
担
額
）
減
額
に
つ
い
て

　

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、
診
療

や
薬
に
か
か
る
費
用
と
は
別
に
標
準
負

担
額
を
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
国
保
被

保
険
者
は
こ
の
標
準
負
担
額
が
減
額
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
減
額
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医

療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
減
額
の
適
用
後
、
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
る
「
長
期
入
院
」
に
該

当
す
る
場
合
に
は
、
食
事
代
の
自
己
負

担
額
が
さ
ら
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
「
認

定
証
」
と
入
院
期
間
が
確
認
で
き
る
も

の
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活
課
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
は
８
月
１
日
（
水
）
か
ら

　

平
成
29
年
度
「
認
定
証
」
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

８
月
か
ら
は
改
め
て
区
分
を
判
定
し
、

８
月
１
日
（
水
）
か
ら
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
必
要
が
あ
る
人
は
町
住

民
生
活
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
処
理
施
設
・
し
尿
処
理
施
設

町環境衛生課（町水道センター内）　TEL096‒234‒1169

■
ご
み
処
理
施
設
・
し
尿
処
理
施
設

　
の
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

　

益
城
町
、
嘉
島
町
、
西
原
村
、
御
船

町
、
甲
佐
町
、
山
都
町
お
よ
び
「
益
城
、

嘉
島
、
西
原
環
境
衛
生
施
設
組
合
」
、

「
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
」
、

「
御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
」
で
構
成

す
る
熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
促
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
）
で
は
、
昨
年
６
月
、
民
意
お

よ
び
専
門
的
見
地
か
ら
建
設
候
補
地
を

評
価
す
る
た
め
、
地
域
住
民
お
よ
び
有

識
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
諮
問
機
関

「
熊
本
中
央
新
施
設
建
設
候
補
地
評
価

委
員
会
（
以
下
「
評
価
委
員
会
」
と
い

う
）
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
評
価
委
員
会
に
お
い
て
評

価
方
法
・
基
準
な
ど
を
決
定
し
、
公

募
・
推
薦
に
よ
り
ご
応
募
い
た
だ
い
た

建
設
候
補
地
10
カ
所
の
適
性
評
価
が
行

わ
れ
、
今
年
１
月
に
そ
の
結
果
に
つ
い

て
協
議
会
が
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

■
最
終
建
設
候
補
地
を
決
定

　

最
終
建
設
候
補
地
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
評
価
委
員
会
の
答
申
内
容
を
最

大
限
に
尊
重
し
、
併
せ
て
本
事
業
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
地
域
住
民

や
地
権
者
と
の
合
意
形
成
の
難
易
度
な

ど
を
踏
ま
え
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
こ
の
た
び
公
募
に
よ
り
応
募
い

た
だ
い
た
中
か
ら
、
5
月
17
日
（
木
）

の
協
議
会
に
お
い
て
、
「
古
閑
原
・
古

閑
迫
地
区
」
（
御
船
町
大
字
上
野
）
を

最
終
建
設
候
補
地
と
し
て
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
、
地
元
で
の
説
明
会
を

経
て
、
速
や
か
に
用
地
取
得
に
取
り
掛

か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
た
な
ご
み
処
理
施
設
の
稼
動
時

　
期
は
平
成
37
年
度
を
目
標

　

な
お
、
目
標
で
は
新
た
な
ご
み
処
理

施
設
の
稼
働
時
期
を
平
成
37
年
度
と
し

て
い
ま
す
が
、
熊
本
地
震
や
、
そ
の
後

の
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
各

町
村
の
財
政
状
況
は
想
定
以
上
に
厳
し

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
建
設
工
事
へ
の

着
手
時
期
に
つ
い
て
は
、
各
町
村
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
（
6
月
7
日
現
在
）

最終建設候補地の
決 定 に つ い て

御 船 町 の 古 閑 原・ 古 閑 迫 地 区 に 決 定

七滝中央小学校

至矢部

至甲佐

至御船インター

パチンコ

トンネル

コメリ

御船町役場

御船警察署

マ
ミ
コ
ウ
ロ
ー
ド

445

天君ダム天君ダム

至
益
城

至
吉
無
田

　
　高
原

ココ

221

入院などで医療費が高
額になりそうなときは

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください
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空
き
家
・
空
き
店
舗
利
活
用

町地域振興課　TEL096‒234‒1154（内線234）

■
空
き
家
・
空
き
店
舗
・
空
き
地

　
（
宅
地
）
を
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
「
空
き
家
お
よ
び
空
き
地

（
宅
地
）
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
」
と
、「
移

住
な
ど
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
」
の
橋
渡

し
を
行
う
た
め
、
「
甲
佐
町
空
き
家
バ

ン
ク
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

　

物
件
の
登
録
か
ら
契
約
ま
で
は
、
次

の
よ
う
な
流
れ
に
な
り
ま
す
。

①
登
録
申
請　

　

登
録
は
、
町
地
域
振
興
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
申
込
書
」

・
「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
カ
ー
ド
」

・
「
位
置
図
・
間
取
り
図
」

・
「
土
地
お
よ
び
建
物
の
写
真
」

・
「
不
動
産
登
記
事
項
証
明
書
（
全
部

　

事
項
証
明
）
」

②
現
地
調
査　

　

物
件
の
現
地
調
査
を
し
ま
す
。
所
有

者
な
ど
の
同
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
は
町
職
員
と
（
一
社
）
熊
本
県

　

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
会
員
が
行

　

い
ま
す
。

③
登
録

　

調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
登
録
し
ま
す
。

※
登
録
物
件
情
報
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ

　

サ
イ
ト
な
ど
で
公
開
し
ま
す
。

④
紹
介
・
案
内

　

登
録
さ
れ
た
物
件
の
見
学
希
望
者
の

案
内
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
町
職
員
が
日
程
調
整
を
行
い
ま
す
。

⑤
契
約

　

契
約
は
、
当
事
者
間
ま
た
は
宅
建
協

会
会
員
を
通
し
て
締
結
し
ま
す
。

※
宅
建
協
会
会
員
を
通
し
て
契
約
を
行

　

う
場
合
は
、
仲
介
手
数
料
が
発
生
し

　

ま
す
。

※
契
約
は
、
当
事
者
間
で
締
結
す
る
か

　

ま
た
は
宅
建
協
会
会
員
を
通
し
て
締

　

結
す
る
か
を
選
択
し
ま
す
（
宅
建
協

　

会
会
員
を
通
し
て
契
約
が
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
）
。

※
物
件
の
売
買
・
賃
貸
借
の
交
渉
お
よ

　

び
契
約
に
つ
い
て
は
、
町
は
関
与
し

　

ま
せ
ん
。

空 き 家 バ ン ク に
登 録 し ま せ ん か

詳しくは町地域振興課にお問い合わせください

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線104）　

■
納
付
済
期
間
が
満
た
な
い
場
合
に

　
任
意
加
入
で
受
取
額
を
増
や
せ
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
40
年
間
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
受
取
額
を
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
免

除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
10
年
以
上

（
平
成
29
年
８
月
１
日
に
25
年
か
ら
10

年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
）
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し

て
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

■
海
外
在
住
の
場
合
も
加
入
で
き
ま
す

　

海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ

方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
方
法

は
、
国
内
に
い
る
親
族
な
ど
の
協
力
者

が
ご
本
人
の
代
わ
り
に
納
め
る
方
法
と
、

日
本
国
内
に
開
設
し
て
い
る
預
金
口
座

か
ら
引
き
落
と
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方
と
申
請
方
法

�

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
年
金
額
を
増
や
し
た
い
方
は
、
65
歳

　

に
な
る
前
の
月
ま
で

・
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い

　

方
は
、
65
歳
に
な
る
前
の
月
ま
で

・
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未

　

満
の
日
本
人

　

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
、
通
帳
、
認
印
、
金
融
機

関
届
出
印
を
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活

課
ま
た
は
熊
本
東
年
金
事
務
所
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

ご 存 知 で す か？
国民年金の任意加入制度

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください



Library

町生涯学習センター図書室からの８月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

�������������

�������������

����������

�町生涯学習センター図書室

TEL096-234-2447（内線331）

日本橋の村田屋は創業120周年

の老舗眼鏡屋。そのあるじの長

兵衛は、すぐれた知恵と家宝の

天眼鏡で謎を見通すと評判だっ

た。ある日、目明しの新蔵が助

けを求めてやって来るが…。広

い人脈と持ち前の人柄を発揮し

て事件を解決に導く長兵衛の、

胸のすくような謎解きと、江戸

の人情話も満喫できるおすすめ

の１冊です。

KADOKAWA

小説

江戸町人情物語、開幕

山本 一力著 /『長兵衛天眼帳』

すばらしいどうくつたんけんの旅へ

堀内 誠一作・絵 /『どうくつをたんけんする』

古くて新しいすてきな乾物こうや豆腐

きちんとキッチン著/『こうや豆腐＆粉豆腐　幸せレシピ』

こうや豆腐は、少量でたんぱく

質、カルシウムなど色々な栄養

を摂ることができ、さらにコレ

ステロールや内臓脂肪を下げる

成分もあります。子どもから中

高年まで、どんな世代にとって

も健康維持を助ける食材です。

そんなこうや豆腐の、定番料理

からアレンジまで、毎日でも手

軽に作れるレシピを幅広く紹介

しています。

河出書房新社

教養娯楽

日本全国で本当にあった、泣け

る高校野球ストーリー。中学で

は不登校だったが、高校の野球

部ではキャプテンとなる。福島

で被災し、トラウマを抱えなが

ら野球を続ける…。野球雑誌の

記者が取材で集めた16の実話

を紹介しています。ひたむきな

努力が真っ直ぐに心に届く、知

られざる感動と涙のストーリー

です。

廣済堂出版

一般書

胸が熱くなる知られざるストーリー

岩崎 夏海監修 /『ぼくは泣かない 甲子園だけが高校野球ではない』

どうくつの中は真っ暗闇で、草

や木もなく、石と水ばかりの世

界？でも、そこは夢の御殿とよ

びたくなるような美しさ。途方

もなく長い年月を経てできあ

がった鍾乳石はふしぎな形のも

のばかり。世界各地のどうくつ

をもぐった画家が、みなさんを

ご案内します。一緒にどうくつ

たんけんをしているような気持

ちになる絵本です。

福音館書店
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児童書

昭 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『親鸞』（吉川　英治著）

井上 英一さん

〔小鹿区〕

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木

曜日に、「0歳児からのお

はなし会」をおこなってい

ます。絵本の読み聞かせの

ほか、手袋人形、わらべう

たなど、楽しい内容です。

子育て中の保護者の皆さん、

またおじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお

気軽にご参加ください。

■日時　８月９日（木）

　　　　午前10時30分

■会場　図書室おはなしのへや

義経が牛若と名乗っていた頃に同じ源
氏の血をうけて生まれた十八公麿（ま
つまろ）（親鸞）は、９歳で叡山へ登
るがそこは俗界以上の汚濁であった。

Public Relations KOSA
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Public Hall

町公民館からのお知らせと話題

Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

■「新規採用者及び転入教職員研修

　会」を開催

　６月15日 ( 金 ) 甲佐町町民セン

ターで、甲佐町学校人権教育部会

「新規採用者及び転入教職員研修

会」が開催されました。

　はじめに、町民センターの中林健

次所長から「町民センターの取組に

ついて」、甲佐中学校人権教育主任

の嘉古田剣吾教諭から「甲佐町にお

ける人権教育の現状と課題につい

て」と題し、講話を行いました。

　次に、「私と同和問題とのかかわ

り、人権教育を進めるにあたっての

悩みなど」について、グループ討議

を行いました。討議では「人権学習

をどのように進めていけばいいの

か」の悩みや「部落差別を知らない、

または知識だけで現実が見えにくい

現代だからこそ、地域と協働して差

別のない社会を目指して、共に頑

張ってほしい」など、参加された教

職員から多くの意見も出て、良い勉

強の場になりました。アンケートの

中で、「自分の生き方を見つめ、自

分がどう向き合うか、教師自身の姿

勢が課題だと思う」「人権教育は、

人としてあたり前の教育、自分を成

長させてくれるもの」などの感想が

ありました。

　今回の研修会は、自分自身の人権

感覚を磨き、甲佐町の人権教育に取

り組んでいく良い機会になりました。

��������������

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▼

講
話
に
聞
き
入
る
参
加
者

�����������������

��������������

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

７
月
18

日
（
水
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
「
シ
ニ
ア
世

代
の
講
座
」
で
「
メ
イ
ク
レ
ッ

ス
ン
」
を
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
化
粧
療
法
士
の
竹

内
恵
子
さ
ん
で
、
メ
イ
ク
を
す

る
こ
と
で
気
持
ち
が
上
が
り
、

表
情
が
明
る
く
笑
顔
が
増
え
る

よ
う
な
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

10

人
。

　

ま
ず
基
本
の
眉
の
書
き
方
や

ベ
ー
ス
の
塗
り
方
を
学
び
、
そ

の
あ
と
は
１
人
１
人
に
あ
っ
た

化
粧
を
講
師
に
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
受
講
者
は
日
ご
ろ
気
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
自
分
に

合
う
色
の
見
つ
け
方
な
ど
を
相

談
し
た
り
、
鏡
に
映
っ
た
自
分

を
見
た
り
し
な
が
ら
弾
ん
だ
気

持
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
10

歳
若
く
見
え
、
楽

し
ん
で
帰
り
ま
し
た
。

　

７
月
13

日
（
金
）
津
志
田
公

民
館
で
、
「
お
口
の
健
康
に
つ

い
て
」
の
出
前
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

佐
藤
歯
科
の
佐
藤
昭
彦
院
長

を
講
師
に
迎
え
、
「
歯
科
検
診

で
、
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
画
像
を
見
な
が

ら
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参

加
者
は
15

人
。

　

お
口
の
中
の
病
気
に
は
、
む

し
歯
、
歯
周
病
、
義
歯
（
入
れ

歯
）
、
誤
嚥
（
ご
え
ん
）
性
肺

炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

佐
藤
院
長
は
「
虫
歯
を
防
ぐ

に
は
、
『
食
べ
た
ら
磨
く
』
『
食

べ
て
す
ぐ
寝
な
い
で
、
磨
く
』

習
慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
歯
医

者
さ
ん
で
歯
石
取
り
は
痛
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
２
〜

３
カ
月
に
１
回
は
受
診
し
ま

し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

町
公
民
館
主
催
講
座

お
口
の
健
康
に
つ
い
て

町
公
民
館
出
前
講
座

▲講師にメイクをしてもらう受

講者

▲津志田公民館で行われた出前

講座

▲

町生涯学習センター自主文化事

　業のお知らせ

　「林家きく麿」落語会開催

●日時

　８月24日（金）　

　開場　午後６時30分

　開演　午後７時

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●入場料

　無料

●主催

　町教育委員会

落語協会真打の林家きく麿さんの

落語会をお楽しみください。

Public Relations KOSA
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❖
こ
こ
ろ
の
健
康
の
保
ち
方

　

皆
さ
ん
は
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
ま
っ
た
く
悩
み
な
ん
て
な

い
よ
、
と
い
う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
。
皆
、
何
か
し
ら
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
悩
み
に
は
、
十

人
十
色
、
百
人
い
れ
ば
百
通
り
の
悩
み

が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
35
歳
の
若
さ
で

皇
帝
に
登
り
つ
め
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ

ナ
パ
ル
ト
は
、
才
能
あ
ふ
れ
る
人
物

だ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

学
校
時
代
は
言
葉
の
訛
り
に
よ
っ
て
い

じ
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
人
づ
き
あ
い

が
悪
く
な
っ
た
と
記
載
の
あ
る
書
籍
も

あ
り
ま
す
。
孤
立
し
た
学
校
生
活
で
た

く
さ
ん
の
悩
み
を
抱
え
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ど
ん
な
に
立
派
で
勇
敢
な

人
物
で
も
悩
み
は
あ
る
も
の
で
す
。

　

悩
み
は
、
人
の
心
を
磨
い
て
く
れ
る

研
磨
剤
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
く
れ
ま

す
。
悩
み
を
抱
え
る
こ
と
は
マ
イ
ナ
ス

ば
か
り
で
は
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
悩
み
が
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
と

な
り
、
心
身
の
不
調
を
き
た
す
ほ
ど
に

な
る
と
、
黄
色
信
号
で
す
。
心
身
の
不

調
を
き
た
す
前
に
ど
の
よ
う
な
ス
ト
レ

ス
解
消
を
す
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
３
つ
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

❖
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
の

　
３
つ
の
方
法

●
自
分
の
幸
せ
リ
ス
ト
を
作
る

　

自
分
が
好
き
だ
な
、
心
が
安
ら
ぐ
な
、

と
思
う
も
の
を
皆
さ
ん
お
持
ち
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
幸
せ
な
気
持
ち
を
高
め

る
リ
ス
ト
を
自
分
が
よ
く
持
ち
歩
く
手

帳
や
ノ
ー
ト
に
書
き
だ
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、

①
寝
る
（
た
い
て
い
の
こ
と
は
寝
れ
ば

　

す
っ
き
り
し
ま
す
）

②
本
を
読
む
（
例
え
ば
、
菜
根
譚
（
さ

　

い
こ
ん
た
ん
）
な
ど
、
と
て
も
勉
強

　

に
な
り
ま
す
）

③
空
を
眺
め
る
（
雲
の
隙
間
か
ら
差
し

　

込
む
光
を
た
だ
眺
め
て
い
る
と
心
が

　

洗
わ
れ
ま
す
）

な
ど
、
私
の
リ
ス
ト
の
一
部
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
ら
、
そ
の
リ
ス

ト
を
眺
め
て
、
リ
ス
ト
か
ら
項
目
を
選

び
出
し
、
実
行
す
る
だ
け
で
、
気
持
ち

が
少
し
ス
ッ
と
し
ま
す
。

●
深
呼
吸
を
し
て
何
も
考
え
な
い
時
間

　
を
つ
く
る

　

深
呼
吸
を
す
る
と
同
時
に
、
何
も
考

え
な
い
時
間
を
１
日
の
う
ち
、
10
分
で

も
い
い
の
で
設
け
て
く
だ
さ
い
。
忙
し

か
っ
た
り
、
心
配
事
が
あ
る
と
、
そ
の

こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
、
考
え
事
を
し
て

い
る
状
態
が
常
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
頭
の

中
が
混
乱
し
た
状
態
に
な
り
ま
す
。
強

制
的
に
深
呼
吸
す
る
な
ど
の
時
間
を
設

け
て
お
く
と
い
い
で
す
。

　

何
も
考
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
心
臓
の
鼓
動
を
意
識
す

る
と
「
無
」
の
状
態
を
作
り
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
他
の
こ
と
に
意
識
を
傾

け
て
み
る
の
で
す
。

●
物
事
の
考
え
方
を
見
直
す

　

悩
み
に
関
し
て
、
そ
の
当
事
者
は
渦

中
に
い
る
た
め
、
主
観
的
な
見
方
し
か

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
主
観
的
な
見

方
で
は
、
な
か
な
か
悩
み
が
解
決
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と

き
は
、
自
分
が
鳥
に
な
っ
た
気
持
ち
で

自
分
自
身
を
眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

何
か
、
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

❖
自
分
自
身
で
変
え
ら
れ
る
こ
と

　
と
向
き
合
う

　

悩
み
事
に
は
「
自
分
で
変
え
ら
れ
る

こ
と
」
と
「
自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
こ
と
」
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
、
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
こ
と
に
、
と
ら
わ
れ
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
自
身
で
変
え

ら
れ
る
こ
と
を
一
歩
一
歩
丁
寧
に
向
き

合
っ
て
み
る
と
道
が
開
け
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ス

ト

レ

ス

を

解

消

し

て

心

の

健

康

を

保

ち

ま

し

ょ

う

Health

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

こころ の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

皆、何かしら悩みを抱えています。

悩みを抱えることはマイナスばか

りではありませんが、悩みがスト

レッサーとなり、心身の不調をき

たすほどになると黄色信号です。

その前にストレスを解消して、こ

ころの健康を保ちましょう。

福田 久美子 保健師
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Smile

わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care

８月の子育て支援カレンダー

�����������������

���������������

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

����������������

�����������������

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

８・９月の保健活動

����������������

� ������

　　８月20日（月）　午前９時

　　９月20日（木）　午前９時

� ������

　　８月20日（月）　午前10時

　　９月20日（木）　午前10時

� ��������

　　８月３日（金）　午前９時15分

� ��������

　　９月11日（火）　午後１時

� ������������

　　８月24日（金）　午前９時30分

� �����

　　９月11日（火）　午後１時20分

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

����������������

�����������������

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　

森上 咲
さ く ま

茉 くん（１歳）

 父・和明 さん　母・真紀 さん

　（芝原区）

　元気いっぱいもっともっと

　　　　　　笑顔を見せてね！

　

稲葉 美
み そ ら

空 ちゃん（１歳）

 父・司 さん　母・明美 さん

　（船津区）

　じぃじ、ばあば　いっぱい

　　あそんでくれてありがとう

�甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

１日（水） しゃぼん玉を飛ばそう

３日（金） レゴブロックで遊ぼう

６日（月） プール遊び

８日（水） ボールを使って遊ぼう

10日（金） おやつ作り（フルーツ白玉）

13日（月） 自由遊び

15日（水） 自由遊び

17日（金） ままごと遊び

20日（月） プール遊び

22日（水） 製作（とんぼ）

24日（金） お誕生会（要予約）

27日（月） プール遊び

31日（金） お散歩

 育児相談（電話・面接）

 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

�甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�竜野保育園 TEL096-234-0519

４日（土） 納涼の夕べ

24日（金） お誕生会（予定）

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�緑川保育所 TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）
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小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
明
る

い
選
挙
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
作
品
を
通
し
て
、
選
挙
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
独
創
的
で
印

象
的
な
募
集
作
品
を
選
挙
啓
発
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
本
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容

�
ポ
ス
タ
ー

・
対
象
者　

　

小
・
中
学
生
、
高
校
生

・
テ
ー
マ　

　

「
明
る
い
選
挙
」

・
用
紙
な
ど　

　

画
用
紙
の
四
つ
切
（
５
４
２
㍉

　

×
３
８
２
㍉
）
、
八
つ
切

　

（
３
８
２
㍉
×
２
７
１　

㍉
）

　

も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
大
き

　

さ
の
も
の
。
描
画
材
料
は
自
由
。

※
必
ず
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、

　

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

�
習
字

・
対
象
者　

　

小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

　

ま
で

・
テ
ー
マ　

　

小
学
３
年
生
「
大
切
」
、
小
学

　

４
年
生
「
主
役
」
、
小
学
５
年

　

生
「
公
約
」
、
小
学
６
年
生

　

「
一
票
の
力
」
、
中
学
1
年
生

　

「
投
票
参
加
」
、
中
学
２
年
生

　

「
明
る
い
選
挙
」
、
中
学
３
年
生

　

「
十
八
歳
選
挙
」

・
用
紙　

　

和
半
紙
（
33
㌢
×
24
㌢
）

※
必
ず
和
半
紙
左
に
、
学
校
名
、 

　

学
年
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ 

　

さ
い
。

▼
応
募
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
各

小
・
中
学
校

▼
応
募
締
切

　

９
月
7
日
（
金
）

▼
審
査

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
一
次

審
査
）
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

（
第
二
次
審
査
）
に
お
い
て
、
厳

正
な
審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品
を

決
定
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
0

　

（
内
線
２
２
２
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も

の

学

習

を

応

援

し

ま

す

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

子
ど
も
た
ち
に
、
最
寄
り
の
地
域

で
学
習
指
導
を
行
う
「
地
域
の
学

習
教
室
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

主
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中

学
生

▼
開
所
日

　

週
１
回
以
上
、
１
時
間
程
度

▼
費
用

　

１
回
あ
た
り
１
０
０
円
を
上
限

　

（
無
料
の
場
合
も
あ
り
）

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
先
生
と
、

学
習
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
方
や
団
体
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

（
県
か
ら
の
委
託
先
）

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
１
‐
６
７
３
５

申

請

は

お

済

み

で

す

か
？

熊
本
県
奨
学
の
た
め
の
給
付
金

　

県
で
は
、
高
校
生
の
授
業
料
以
外

の
教
育
費
の
支
給
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
本
給
付
金
は
返
済
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

　

７
月
１
日
に
在
学
中
の
高
校
生

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方
で
す
。

①
県
内
在
住

②
住
民
税
所
得
割
非
課
税
ま
た
は

　

生
活
保
護
受
給
世
帯

　

詳
細
は
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
公
立
の
方　

県
高
校
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
3
‐
２
６
７
５

８
August 2018

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa/

　　kumamoto.jp/

日 曜 当 番 医

��� ��� ����

���� � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

����� � � � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

doctor

町税などの滞納処分（６月分）

��� �������

� � ��

� � � � � � � ��

� � � � ��

� �� � � � � ��������

tax

ｉ

お
知
ら
せ

平
成
30

年
度
明
る
い
選
挙
啓
発

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ
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Monthly Information

　

私
立
の
方　

県
私
学
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
６
４

被
災
宗
教
法
人
の
指
定
寄
付
金

制

度

申

請

は

お

早

め

に

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
建
物
な
ど
の
復
旧
の
た
め
に
、

宗
教
法
人
が
募
集
す
る
寄
付
金
で

所
轄
庁
の
確
認
を
受
け
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
寄
付
金
が
税
制
上
の

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

所
轄
庁
の
確
認
期
限
は
平
成
30

年
12
月
31
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

確
認
ま
で
に
２
〜
3
カ
月
程
度
掛

か
り
ま
す
の
で
、
本
制
度
を
利
用

予
定
の
方
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
私
学
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
０
６
２

ｒ

募
集

く

ま

も

と

健

康

づ

く

り

応

援

店

の

募

集

　

県
で
は
、
健
康
に
配
慮
し
た
食

事
提
供
な
ど
を
行
う
「
く
ま
も
と

健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
応
援
店
に
は
、
県
か

ら
指
定
書
や
の
ぼ
り
旗
を
交
付
し
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
で
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▼
対
象

　

飲
食
店
、
弁
当
・
惣
菜
店
な
ど

▼
要
件

　

栄
養
成
分
表
示
な
ど
の
ベ
ー
ス

項
目
か
ら
１
つ
以
上
取
り
組
む
事

▼
募
集
期
限

　

10
月
31
日
（
水
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
御
船
保
健
所

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

・
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
５
２

ｇ

お

礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

　

「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附

金
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
様

・
坂
口　

�
�
一様　

神
奈
川
県

・
金
澤　

憲
吾
様　

東
京
都

・
井
芹　

大
輔
様　

甲
佐
町

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
20
名
様

�
平
成
30
年
度
寄
附
金
額
合
計

　

２
，
３
４
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

（
６
月
30
日
現
在
）

�
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
振
興
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

事件・ 事 故 件 数

���
����

�� ���

���� � �

���� �� ���

���� � �

6月30日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

��� ���� ����

� � � ����

� � � ���

� � � � ����

���� � ����

7月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

以下は、私が聞いた鹿里集落の

人々の暮らしの記録である。（昭

和10年代から40年代まで）

1、どうして現金収入を得てい

たのか（日雇い　ひゆとり）

現金収入を得るために山主の依

頼を受けて作業を行った。

・伐採作業　

木を倒す作業。決められた長さ

に切る「玉切り」と「枝打ち」を

連続的に行った。鋸（のこぎり）

や鉈（なた）を使った手作業であ

った。

・運搬作業

「玉切り」した材木を馬車が来

る所まで引き下ろす作業。牛を使

って行ったそうである。大きな材

木は「わぎ鋸（のこ）」で半分に

切って運搬しやすくした。

・焼き払い作業

伐採した枝を焼き払う作業。焼

き払った後に土地を耕して、から

いもや稗（ひえ）、それに粟（あ

わ）などを植えて収穫し、食料と

した。（焼畑農業）

・植樹作業

焼き畑を２～３年続けた後に杉

や檜（ひのき）の植樹を行った。

・草刈り作業

植樹した所の苗木を守り育てる

為に、草刈りや葛（かずら）を切

る作業を６月と８月の２回実施し

た。日陰のない炎天下での長柄の

鎌を使用した作業は過酷であった。

 （つづく）

甲佐町の文化財探訪　
～第 59 回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「鹿里（かざと）の暮らし　その 2」 清村一男 町文化財保護委員（下豊内区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（６月分）

��� ��� ���� ����

� � � � ������� ������� �������

� � � � ������ ������ ������

� � � � ����� ���� ����

� � ������� ������ �������

※単位・㌔ 

▶
鹿
里
の
位
置

Public Relations KOSA
August 201815



ｒ

募
集

熊

本

県

職

員
・

警

察

官

の

採

用

試

験

な

ど

を

実

施

　

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の
採
用

試
験
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類

①
高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事

　

務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、

　

一
般
土
木
、
農
業
土
木
、
林
業
）

②
免
許
資
格
職
（
保
育
士
、
学
校

　

図
書
館
事
務
、
臨
床
検
査
技
師
、

　

看
護
師
）

③
警
察
官
Ｂ

④
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る

　

職
員
採
用
選
考
試
験
（
一
般
事

　

務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
）

▼
申
込
受
付
期
間

　

８
月
３
日
（
金
）
〜
24
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
第
１
試
験
日

①
〜
②
９
月
23
日
（
日
）

③
10
月
14
日
（
日
）

④
10
月
21
日
（
日
）

※
受
験
資
格
や
受
験
申
込
書
の
配

　

布
場
所
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

　

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

い
た
だ
く
か
、
県
人
事
委
員
会

　

事
務
局
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
３
３

平
成
30

年
度
防
衛
大
学
・
防
衛

医

科

大

学

学

生

募

集

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
各
種
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

・
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科

　

大
学
校
医
学
科
学
生
、
防
衛
医

　

科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

・
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者
で
高

　

卒
者
（
見
込
含
）
ま
た
は
高
専

　

3
年
次
修
了
者
（
見
込
含
）

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

○
防
衛
大
学
校
学
生

・
推
薦
、
総
合
選
抜　

9
月
5
日

　

（
水
）
〜
7
日
（
金
）

・
一
般
前
期　

9
月
5
日
（
水
） 

　

〜
28
日
（
金
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
、

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

・
9
月
5
日
（
水
）
〜
9
月
28
日 

　

（
金
）

▼
試
験
日

○
防
衛
大
学
校
学
生

・
推
薦　

9
月
22
日
（
土
）
・
23

　

日
（
日
）

・
総
合
選
抜
１
次　

９
月
22
日

　

（
土
）
、
2
次　

10
月
27
日
（
土
）
、

　

28
日
（
日
）

・
一
般
前
期
1
次　

11
月
3
日

　

（
土
）
、
4
日
（
日
）
、
2
次　

　

12
月
11
日
（
火
）
〜
15
日
（
土
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

・
1
次　

10
月
27
日
（
土
）
、
28

　

日
（
日
）

・
2
次　

12
月
12
日
（
水
）
〜
14

　

日
（
金
）

○
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

　

生
・
１
次　

10
月
20
日
（
土
）

・
２
次　

12
月
1
日
（
土
）
、

　

２
日
（
日
）

※
試
験
地
や
募
集
要
項
な
ど
の
詳

　

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
募
集

　

案
内
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
宇

　

城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
4
‐
2
３
‐
２
０
４
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

働

い

て

み

ま

せ

ん

か

　

甲
佐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
甲
佐
町
に
居
住
し
て
い
る
60

歳
以
上
の
方
の
会
員
登
録
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
分
が
で
き
る
仕
事
を

登
録
し
働
く
こ
と
で
、
追
加
的
収
入

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
お
問
い
合
わ

せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン 

　

タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
2
３
4
‐
０
４
２
３

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」

�������������

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　������

����������������

●少年柔道

������������

��������������

●卓球

��������������

����������������

●サッカー教室

���������

��������������

���������

����� ���������

●バスケットボール教室

　������

��������������

●ジュニアバスケット教室

　������

��������������

●ノルディックウォーキング

　教室

  ������

��������������

●トランポリン教室

　�������������

���������������

●女子サッカー教室

���������

����������������

■お問い合わせ先

��������������������

���������������

� TEL�������������������

����������

������������

���������

第17回職場対抗ソフトバレーボール大会結果

 Sports

●大会成績

・優　勝　商工会Ｂ

・準優勝　フリード

・敢闘トーナメント

　優　勝　鳴瀬組系福島一家

●主催

　甲佐町バレーボール協会

　（芦原博幸会長）

●開催日

　６月６日（水）

●会場

　甲佐小学校体育館

▶
優
勝
し
た
商
工
会
Ｂ
チ
ー
ム

Monthly Information
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e

開

催

甲
佐
町
郷
土
芸
能
上
映
会
を

開

催

し

ま

す

　

町
内
の
6
つ
の
地
区
に
伝
わ
る
郷

土
芸
能
の
映
像
を
上
映
し
ま
す
。

　

映
像
は
、
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
郷
土
芸
能
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
26
年
度
に

撮
影
し
た
も
の
で
す
。
ご
近
所
の
皆

様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
料
金
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

▼
会
場

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
開
催
日
時

　

８
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

正
午

▼
上
映
す
る
郷
土
芸
能

　

「
糸
田
の
大
綱
引
き
」
「
北
早
川

の
獅
子
舞
」
「
旧
宮
内
小
学
校
と

現
甲
佐
小
学
校
の
ボ
シ
ド
ラ
」

「
山
出
の
獅
子
舞
」
「
仁
田
子
の
雨

乞
太
鼓
」
「
龍
野
の
龍
神
太
鼓
と

龍
の
舞
」

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談

セ

ン

タ

ー

出

張

相

談

会

　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
若
者
や
ご
家
族
な

ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
（
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
人
間
関
係

な
ど
）
を
受
け
、
そ
の
方
に
合
っ
た

支
援
機
関
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時

　

８
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午

後
4
時
（
午
後
3
時
30
分
ま
で
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
）

▼
会
場

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー 

研
修
室

▼
対
象

　

主
に
15
歳
〜
40
歳
未
満
の
方
と
そ

の
ご
家
族
、
ご
友
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相 

　

談
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
７
‐
７
０
０
０

ｉ

お
知
ら
せ

熊
本
地
震
に
お
け
る
す
ま
い
の

再

建

に

向

け

た

支

援

策

　

県
で
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居

世
帯
、
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
の

り
災
証
明
書
の
交
付
世
帯
、
半
壊
の

り
災
証
明
書
の
交
付
世
帯
で
解
体
し

た
世
帯
、
法
に
基
づ
く
長
期
避
難
世

帯
を
対
象
に
、
次
の
４
つ
に
支
援
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助
成

・
自
宅
再
建
利
子
助
成

・
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
費
助
成

・
転
居
費
助
成

　

ま
た
、
新
た
な
支
援
策
と
し
て
、

「
保
証
人
不
在
被
災
者
支
援
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
す
ま
い
対
策
室

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
８
２
１

ｃ

�
�
�
�
�

不
審
者
か
ら
子
ど
も
を
守
ろ
う

自
分
を
守
る
力
を
育
て
よ
う

　

知
識
だ
け
で
は
身
を
守
れ
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
時
に
、
大
声
を
出
す
、

た
め
ら
わ
ず
に
逃
げ
る
な
ど
の
「
行

動
で
き
る
力
」
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
実
際
に
使

う
練
習
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
定
期
的

な
電
池
の
確
認
も
忘
れ
ず
に
。

　

被
害
に
遭
っ
た
り
不
審
者
（
車
）

を
見
か
け
た
と
き
は
、
車
の
ナ
ン

バ
ー
な
ど
の
確
認
と
と
も
に
、
す
ぐ

１
１
０
番
通
報
ま
た
は
御
船
警
察
署

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
2
３
2
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～８月～

 Event

Monthly Information

●緒方哲郎写真展～北海道をゆく～

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

「
あ
ゆ
ま
つ
り
協
賛
作
品
展
」

　

の
展
示
（
８
月
12
日
（
日
）
ま
で
）

▶期　　間　８月14日（火）～８月23日（木）

▶展示内容　北海道旅行の写真を展示

ご支援ありがとうございます

災害支援を行う
皆さんのご紹介

鹿児島県伊佐市へ
義援金を贈呈

　■お問い合わせ先

������

�� TEL�������������������

山下 大さん

〔鹿児島県伊佐市〕

短い期間ですが、復
興のため精一杯がん
ばります。

笹原 庄他さん

〔鹿児島県指宿市〕

甲佐町の復興が少し
でも進むようがんば
ります。

　７月10日 ( 火 ) 鹿児島県伊
佐市役所を奥名克美町長が訪
問し、町から伊佐市へ災害に
対する義援金が贈呈されまし
た。
　同市では、4月からの継続
的な硫黄山の噴火で近くを流
れる川内川の水質が悪化。農
業用水が影響を受け、水田
400ha で水稲の作付を中止し
ています。
　町では、平成28年の熊本
地震発生直後から同市から延
べ41人の職員派遣を受け、
現在においても災害復旧業務
に尽力いただいています。

▲奥名町長から隈元市長 ( 右 ) へ
　義援金を贈呈
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

網
戸
よ
り
涼
し
き
風
の
吹
き
込
み
て
心
も
和
む
若
葉

の
香
り 

白
梅
　
武
人

朝
夕
に
病
養
う
夫
見
舞
う
露
地
の
向
日
葵
に
元
気
を

も
ら
い 

池
田
キ
ヨ
子

娘
と
の
定
期
健
診
市
内
ま
で
帰
り
に
食
事
・
買
い
物

を
す
る 

赤
星
　
文
子

入
院
の
夫
を
残
し
て
帰
る
わ
れ
相
部
屋
な
れ
ど
心
が

痛
む 

塚
原

　
暁
益

本
年
も
田
植
え
終
わ
り
し
田
圃
よ
り
蛙
の
合う

た唱
の
今

朝
も
聴
え
る 

上
村
や
す
美

阿
蘇
路
背
に
友
と
写
り
し
こ
の
写
真
目
立
た
ぬ
と
こ

ろ
に
飾
っ
て
お
こ
う 

内
田
乃
武
子

夜
な
夜
な
に
畑
を
荒
ら
す
猪
の
遺
す
足
跡
口
先
の
跡

　  

吉
永
由
紀
子

サ
ッ
カ
ー
の
熱
狂
ぶ
り
に
興
奮
し
ひ
と
つ
に
な
れ
る

喜
び
を
知
る 

緒
方
　
明
美

老
木
に
若
葉
の
季
節
あ
る
ご
と
く
吾
が
こ
こ
ろ
に
も

若
や
ぐ
日
あ
り 

渡
辺

　
幸
士 　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　
「
て
の
ひ
ら
」

て
の
ひ
ら
に
乗
っ
て
踊
る
な
後
怖
い 

林
　
　
雅
之

手
の
ひ
ら
で
頬
叩
か
れ
た
若
き
日
よ 

日
隈

　
俊
郎

て
の
ひ
ら
の
運
命
線
に
絡
む
糸 

小
川

　
春
子

　
　
　
「
手
抜
き
」

リ
ホ
ー
ム
が
手
抜
き
工
事
で
老
化
す
る 

川
田
ト
メ
子

人
知
れ
ず
手
抜
き
し
埃
舞
い
上
が
る 

清
川
み
ど
り

手
抜
き
し
た
味
を
独
り
で
噛
み
締
め
る 

渡
辺

　
幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

日
焼
け
し
て
　

私
好
み
の
彼
に
な
り 

広
田
み
ど
り

日
焼
け
し
て
　
持
っ
て
帰
っ
た
優
勝
旗 

下
山
　
千
恵

日
焼
け
し
て
　
型
残
る
尻
む
ぞ
ら
し
さ 

志
垣

　
　
光

日
焼
け
し
て

　
皺
じ
い
さ
ん
に
な
っ
と
ら
す 

佐
藤

　
　
葵

日
焼
け
し
て
　
歯
だ
け
が
い
や
に
白
か
な
あ 

平
井
や
よ
い

日
焼
け
し
て
　
こ
る
が
私
の
顔
か
し
ら 

長
原

　
産
賀

日
焼
け
し
て
　
色
は
う
っ
さ
め
破
れ
か
け 

佐
野
し
ょ
う

日
焼
け
し
て
　
エ
ス
テ
通
い
に
勢
出
さ
す 

光
永

　
　
六

日
焼
け
し
て

　
お
喋
り
止
ま
ぬ
夏や

す休
み
明
け 

井
元
あ
ざ
み

日
焼
け
し
て
　
つ
ば
広
帽
子
買
う
て
来
た 

日
高

　
美
里

日
焼
け
し
て
　
私
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
の
よ 

上
田
　
梅
清

日
焼
け
し
て
　
器
量
ん
好
か
け
ん
絵
に
も
な
る 

日
隈
　
元
良

日
焼
け
し
て
　
ふ
と
妬ね

た

ま
し
い
見
舞
客 

北
川
　
直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

葉
月 

〜

７月14日（土）甲佐ショッピングセンターサ・エ・ラで行われた県立松橋支援学校の上益城分教室（甲佐高校内）の生徒による作業製品販売会

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

 住　所 氏　名     性別  保護者

芝　原　髙野　　悠
ゆ う

　男　圭　章

麻生原　久米　永
え い し ん

真　男　修　永

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,063 △14

女 5,639 △18

計 10,702 △32

世帯数 4,272 △２

平成30年６月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名    年齢   世帯主

東寒野　井芹　幸代　76　光治郎

東寒野　堀田　九生　68　国　生

下横田　德永　貞子　94　周　太

東寒野　渡 　　登　88　正　枝

上　揚　山田　惠一　66　靖　子

吉　田　奥田　坤一　83　久美子

上早川　松村トシエ　93　トシエ

中横田　宮澄美津子　82　安　一

仁田子　村上ミサ子　88　ミサ子

中　山　西坂　　曻　81　ミチ子

津志田　澤田　安 　86　雪　江

大　町　藤本　　惠　85　ケイ子

有　安　西村セツヱ　80　セツヱ

緑　町　川上　英子　82　英　子

６月11日（月）～７月10日（火）

作り方

①ズッキーニは５㍉厚さに切る。

②玉ネギは３㍉ほどの薄切りに

する。ベーコンは１㌢幅に切

る。ベビーチーズは５㍉角に

切る。

③卵２個をよく解きほぐし、軽

く塩こしょうをしておきます。

④フライパンにサラダ油を熱し

ズッキーニを炒めます。焼き

色が付いたら少しサラダ油を

足し、玉ネギとベーコンを加

え、しんなりするまで炒めま

しょう。軽く塩コショウして

火を止めます。

⑤④が冷めたら半分量とチーズ

の半分を③の卵液に加え、よ

く混ぜ合わせます。

⑥熱したフライパンにサラダ油

小さじ２を加え、⑤を流し入

れ手早く混ぜながら焼き上げ

ます。皿に盛り付けたら、ケ

チャップで飾りましょう。

ズッキーニのオムレツ

ご存知ですか？

材　料

ズッキーニ …………………１本
玉ネギ ……………………1/2個分
ベーコン ……………………１枚
ベビーチーズ ………………２個
卵 ……………………………４個
塩こしょう
サラダ油

　　見た目はまるでキュウリの

ようですが、実はカボチャの仲

間だってご存知ですか？

　ズッキーニには、ズッキーニ

ならではの栄養があります。そ

れは「カリウム」というもの。

体の中にある塩分を体の外へ排

出してくれるため、高血圧予防

には効果が期待出来ます。

　また、利尿作用もあるため体

内の余分な水分を排出してくれ

るのです。そのため、むくみの

改善に効果があります。むくみ

やすい人は日頃から、予防のた

めにカリウムを含んだ食品を摂

るよう心がけましょう。

編

集

後

記

　

例
年
に
増
し
て
暑
い
日
が
続
く
中

開
催
さ
れ
た
今
年
の
「
あ
ゆ
ま
つ

り
」
。
全
国
で
熱
中
症
の
報
道
が
続

く
今
年
の
酷
暑
に
配
慮
し
て
、
子
ど

も
み
こ
し
の
経
路
が
短
縮
さ
れ
る
な

ど
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
な

混
乱
も
な
く
無
事
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
平
成
最
後
の
甲
佐
の
夏
祭
り
を

皆
さ
ん
は
ど
う
楽
し
ま
れ
ま
し
た
か
。

　

私
は
カ
メ
ラ
を
片
手
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
窺
う
1
日
と
な
り

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
か
ら
夜
の
花
火
大
会
ま
で
会
場

を
渡
り
歩
き
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と

出
会
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
今
月

号
の
表
紙
を
飾
っ
た
の
は
子
ど
も
み

こ
し
で
の
1
コ
マ
。
暑
さ
に
負
け
な

い
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
を
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
季
節
は
続
き
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
元
気
を
も

ら
っ
て
、
こ
の
炎
天
下
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
熱
中
症
対
策

は
抜
か
り
な
く
。 

（
と
）
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こうさ広 報

みのだ　あきこ ( 中央 ) / 龍

の舞・龍神太鼓保存会。子ど

もたちへの指導にも加わる。

春～秋季の毎週水曜日午後８

時から龍野小体育館で活動中。

美濃田 晶子さん
Minoda Akiko

〔上早川一区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

　

「
和
太
鼓
は
、
音
と
振
動
が
心

地
良
く
響
い
て
大
好
き
で
す
。
み

ん
な
と
バ
チ
を
そ
ろ
え
て
演
奏
す

る
と
、
太
鼓
の
鼓
動
を
体
全
体
で

感
じ
ま
す
」
と
語
る
の
は
、
「
龍

の
舞
・
龍
神
太
鼓
保
存
会
」
の
美

濃
田
晶
子
さ
ん
（
上
早
川
一
区
）
。

　

同
保
存
会
（
宮
澄
安
一
会
長
30

人
）
は
、
龍
野
に
伝
わ
る
龍
の
伝

説
を
基
に
創
作
さ
れ
た
太
鼓
の
演

舞
を
郷
土
芸
能
と
し
て
後
世
に
残

す
た
め
に
結
成
。
現
在
は
幼
児
か

ら
60
歳
代
ま
で
が
所
属
し
、
中
で

も
女
性
の
演
奏
が
活
発
。
龍
野
夏

祭
り
な
ど
の
地
域
行
事
だ
け
で
な

く
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

演
し
、
勇
猛
な
響
き
を
披
露
す
る
。

　

美
濃
田
さ
ん
が
龍
神
太
鼓
と
出

会
っ
た
の
は
約
20
年
前
。
和
太
鼓

の
力
強
さ
に
触
れ
る
う
ち
に
興
味

が
わ
き
、
思
い
切
っ
て
練
習
に
参

加
し
た
。
「
和
太
鼓
を
本
格
的
に

練
習
す
る
の
は
初
め
て
で
、
最
初

は
子
ど
も
た
ち
に
混
じ
っ
て
打
ち

方
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。
テ
ン

ポ
の
は
や
い
早
打
ち
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
は
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
」
と
振
り
返
る
。

　

現
在
、
２
児
の
母
で
も
あ
る
美

濃
田
さ
ん
。
子
育
て
と
保
存
会
の

活
動
を
両
立
し
、
「
ス
ト
レ
ス
は
、

太
鼓
を
た
た
く
こ
と
で
発
散
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
明
か
す
。

　

「
練
習
の
中
で
多
く
の
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ

を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
る
手
伝
い

を
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
６
歳
に
な
っ
た
長
女
の
練
習

参
加
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
た

ち
の
指
導
に
も
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
。

　

「
少
し
前
ま
で
力
任
せ
に
た
た

く
だ
け
だ
っ
た
子
が
、
練
習
を
重

ね
て
強
弱
を
つ
け
た
演
奏
が
で
き

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
見
れ
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

将
来
、
こ
の
子
た
ち
が
龍
神
太
鼓

を
引
き
継
い
で
く
れ
れ
ば
」
と
地

域
の
絆
を
託
す
思
い
が
あ
ふ
れ
る
。

　

「
和
太
鼓
に
興
味
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
練
習
に
来
て
く
だ
さ
い
。
親

子
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す

よ
」
と
美
濃
田
さ
ん
。
龍
野
小
体

育
館
に
は
、
力
強
い
和
太
鼓
の
鼓

動
と
、
地
域
の
人
た
ち
の
指
導
を

あ
お
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か

な
演
奏
が
響
き
渡
る
。

龍
神
太
鼓
の
鼓
動
を
次
の
世
代
へ

郷
土
芸
能
が
つ
な
ぐ
地
域
の
絆


